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此の研究の第三報では管の吹ロ近くの隔壁の位置を色々変えて見る時波長がどの様に変化するか
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合の吹口補正について」があり、管長と補正係数との関係等を出してあるが、 私の研究は両氏のと

違い開管の側面に穴をあげ、更に吹口の型の違っている所に意味がある。
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これを矯正した。叉ビニール管は生憎透明なのが無いので半透明なのを使用したが、 これでは管内

のコルク粉をはっきり見極める事が出来ないので第三図の如き照明器を作って ＆ 端より平行な光
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を投射してコルク粉の運動状況を見易くした。 叉音を発する方法として前回迄は吹口穴 Ｂ．Ｈ に暦

をつけて吹き込んだがこれではあまり口中の水分がコルク粉に混入してその運動を不活発にする事

と吹込みが不均一になる理由により吹込金を作り足踏式フイゴにより空気を送り込んでコルク粉の

運動状態や縞模様を観察した。
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ス，補正γ，補正 α，倍音の種類を算出した。 この実験も２０種類位の闇穴の組合せ

に就いて測定したのであるが意外にも倍音の種類が不現則な為に相互の比較が難しく Ｓ の相当量

に対する同一倍音が期待出来ぬので将来叉吹口等の条件を変えて更に測定する事にする。今回はそ

の中でも倍音の種類が案外規則的に現われた４種類のみを上げ互に２対を比較する。尚 （４，考察）

では２０種類位の測定値を参考にして説明した事を附記する。
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察

　

これ等の表からｆ馨る様に補正γが左管長 Ｓ

　

の変化と共に変って行くのに補正

　

ｄ

　

は殆んど一定

値を取る事である。

　

それで適当な条件の下ではｄ

　

は一定と見ても差支えない。特にこの管において第二倍音は僅か

の補正値 ｄ＝

　

－２．９ｃｍ

　

を除いては殆んど－２．４ｃｎｌ

　

で尚補正値が負になる所が面白い。 －２．９ｃｍ にな

るのは何れも Ｓ′の値が ２８ｃｍ 以上の所である。故に第二倍音を出す時に限り Ｓ を小さくすれば

どんな穴の組合せによっても補正 ｄは一定と見てよい。第三倍音では ｄ が Ｈｏ開で ３．６ｃｍ Ｈ６開

で３．ｌｃｍ Ｈ 闇で２．６ｃｌｎＨａ 開で２．２ｃｍ Ｈ２ 開で２，７ｃｍ とだんだん減少する傾向にある。 叉第四倍音

では 全般的に ｄ＝３．２ｃｍ、 ３，
ｌｃｍ が多く３，７ｃｍ

　

これに次ぐ。 第五倍音では ｄ＝３，７ｃｍ、 ３，８ｃｍ が多く

倍音次数が上るに従って余り音が出ないので傾向が解らない。 全般的に見て左管長

　

Ｓ＝ｌｏｃｍ

　

位迄

はｄ の値は変らない様である。故に笛は左管長を少し長くしても良い事になる。次にグラフ、１と

グラフ、２は左管長 Ｓと補正γの補正係数 Ｒ との関係を示す。半径 ａ の開管の場合管長を／波

長をスとすれば ｎ 倍音につき吹口の補正係数 Ｒ は （クメ／２－Ｚ）／α で与えられ ” は１，２，３………

である。補正係数 Ｒ

　

は第二倍音では、 Ｓ＝０の時０．２９ 或は－０，２９ を取る事が多い。 しかしこれも

Ｓ の増加と共に増して行くのが普通である。 この傾向は５）第三報で Ｓ の増加と共に 波長の増した

のと同一である。 但し補正 ｄ に於いて変化する事があるので変り目の所は同一傾向ではない。 グ

ラフ、 １は Ｈｏ，Ｈ５，ＨＪ開と Ｈｏ，Ｈ 開との差を示す。 この場合に Ｈｏ，Ｈ６，Ｈ４開と ＨＧ，Ｈ６

　

開と

－

　

２９

　

－



竹

　　

内

　　　

茂

は全く同一なのて Ｈ６，Ｈ６ と Ｈｏ，Ｈ４との比較ともなる。補正係数 Ｒ は第二倍音で Ｓ が１２ｃｍ位

迄は増加しその後三倍音でＳ が１６ｃｍ より２２ｃｍ迄は Ｒ は同一値を版り以後 Ｒ は減少して負に

なり叉次第に増加して行く、 Ｓ が ０

　

よりｌｏｃｍ 頃迄は Ｈ６，Ｈ５，Ｈ４開の Ｒ が大で２４ｃｍ 以後は反

対になる。 グラフ、２に於いて
Ｈ３， 開と Ｈ３， Ｈ２開とを比較すると Ｓ が２ｃｍ 迄は第三倍音で波長

が同じであるがその位置が Ｈ３開は ｄ の方に３ｃｍ

　

よるのが面白い。 以後 Ｈ３開と Ｈ３， Ｈ２ 開とは

上下Ｌて Ｓ の増加と共に直線的に変化する。最後に写真、１は実験装置を示し写真、
２より写真、

９迄はビニール管による笛の音の波形を示しその条件としてビニール管は Ｓ＝０で音を発し、 クリ

スタルマイクロフオソ、 三段増中器を通って
２）４）ブラウン管オシロスコープで生じた波形をそれに

取付けてあるオシロスコープユニット、 写真機 （キヤノン： ３５ｍｍ、 Ｆ： １，８） で撮影し露出は Ｆ；

１．８，Ｔ：
１／４秒であった。 尚波形は大体同一で正弦曲線を示している所が竹の

場合と著しく違う所

であるが同一周波数の内でも開穴の組合せの違うものは音色の相違と共に波形は若干異なってい

る。

引

　

用

　

交

　

歓

１） 杉原雅，三村泰一郎： 硝子製風琴管の一端閉の場合の吹ロ補正ついて，西京大学学術報告（１９５６）

２） 三村泰一郎：

　

陰極線オシロスコｒプに依る周波数測定並に波形撮影に於ける一例， 西京大学学術報告

　　

（１９５６）

３） 竹内茂： 明笛の音響学的研究（ｉ），学芸 （第二部第三巻第一号）（１９５１）

４） 竹内茂： 明笛の音響学的研究（２）． 北海道学芸大学紀要（第二部第六巻第一号） （１９５５）

５） 竹内茂： 明笛の音響学的研究（３）， 北海道学芸大学紀要（第二部第六巻第二号） （１９５５）

６） 竹内茂：

　

日本物理学会第ｉｌ凶年会にて（１９５６），予稿集ｌｏ，５２

Ｐｈｏｉｏ．ｌ

　

ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌ

　

ａｐｐａｒａｔｕｓ．

Ｐｈｏｔｏ，２

　

し； ２８６Ｃ／ｓ

　　　　　　　

Ｐｈｏｔｏ．３

　

し； ２９５ぐ／ｓ Ｐｈｏｔｏ．４

　

リ； ２８６ｃ／Ｓ

－

　

３０

　

－－



明乍１『の音・響学的研究（４）

Ｐｈｏｔｏ．５

　

し； ２８６Ｃ／ｓ

　　　　　　

Ｐｈｏｔｏ．６

　

し； ２８６Ｃ／ｓ

　　　　　　　

ｐｈｏの，７

　

し： ３８５ｃ／ｓ

Ｐｈｏｔｏ．８

　

し； ２８６ｃ／Ｓ Ｐｈｏｔｏ，９

　

ン； ３４８Ｃ／ｓ

一

　

３１

　

－


